
当日に端末を
使って視聴

ネット接続できる
端末をお手元に

サイトから
事前申込み

茅ケ崎中央病院
☎0467ｰ86ｰ6530（代表）
茅ヶ崎市茅ヶ崎２ｰ２ｰ３

お問合せ

　女性のがん罹患数の第一位は乳がん
です。働き盛りの30代後半から増加し、40
代から60代にかけて患者数が多い病気で
す。乳がんの初期症状から治療について
お話ししますので、女性だけでなく、ご家族
にも知っていただきたい内容を紹介します。

家族で知っておくべき 乳がんの症状と治療について
WEB上で視聴（オンライン受講）参加方法

９月25日（木）15:00から日 時 講 

師
医師村山 章裕

乳腺外科 部長
茅ケ崎中央病院

医学講座 どなたも参加無料

＊Wi-Fi 接続をおすすめします

当日、パソコンやスマホでご自宅視聴

事前申込みが必要
こちらのサイトから

９月23日（火）11:00まで

湘南さくら病院
☎0467ｰ54ｰ2255（代表）
茅ヶ崎市下寺尾１８３３

お問合せ

　誰でも年をとり、老いていきます。その「老
い」という経年変化は、心理学的にはどの
ような影響があるのでしょうか。そしてどの
ような対応が可能なのでしょうか。当院の臨
床現場で行なっている取り組みを含めて、
加齢への対応について紹介します。

老いへの対応 ～加齢による心理学的変化～

Zoomでリアルタイム視聴参加方法

９月24日（水）14:00から日 時

臨床心理士黒住 享弘
心理室
湘南さくら病院

講 

師

医学講座 視聴無料・申込制

医療法人 大樹会（社団）介護老人保健施設

ふれあいの桜

藤沢市遠藤446-1
（無料バス通勤できます！）

sakura-rk@fureai-g.or.jp

0466-86-9311

お気軽にお問合せください。

介護福祉士

介護士

常
勤22.5万円～

非常勤1３５０円

月給
例

時給
例

緑に囲まれた、広くきれいな老健で一緒に働きませんか？
ブランクのある方でも、しっかりサポートいたします。

年間休日
124日

ボーナス
4カ月分/年

（昨年実績）

年間休日とボーナスは常勤

介護士
さん大募

集！
介護福

祉士・介
護職員

初任者
研修修

了者

（ホーム
ヘルパー

2級）

茅ケ崎駅北口から徒歩５分

ご応募はお電話かＨＰから

0467
 （86）6530

などなど

■ 保育所あり
■ 単身用の
  入居住宅あり

東館オープン2025年2月
 新病棟

茅ケ崎中央病院茅ケ崎中央病院

看護師・看護補助
大募集

CHECK
！！！

CHECK
！！！

 

心
房
細
動
に
よ
る
脳
梗
塞
は
重
症
に

大
病
を
引
き
起
こ
す
が
、気
付
き
に
く
い
不
整
脈

死
亡
者
は
年
間
約
４
万
人
も

 

体
に
優
し
い
新
た
な
治
療
法

心
房
細
動
に「
パ
ル
ス
フィ
ー
ル
ド
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
導
入

湘
南
東
部
総
合
病
院 
循
環
器
内
科　
曽
原
寛 

医
師

が
少
な
く
す
む
治
療
法
で
、
安
全

性
の
高
さ
も
特
徴
で
す
」

く
な
る
た
め
、
早
め
の
治
療
が
大

切
で
す
。

　

当
院
で
は
こ
の
病
気
に
対
し
、

新
し
い
治
療
『
パ
ル
ス
フ
ィ
ー
ル

ド
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｐ
Ｆ
Ａ
）』

を
導
入
し
ま
し
た
。
体
へ
の
負
担

　
（
曽
原
医
師
）「
近
年
、
高
齢
の

方
を
中
心
に
増
え
て
い
る
『
心
し
ん
ぼ
う房

細さ
い
ど
う動』

と
い
う
不
整
脈
は
、
脈
が

不
規
則
に
な
っ
た
り
、
動ど
う
き悸

や
息

切
れ
を
抱
え
る
病
気
で
す
。
放
っ

て
お
く
と
脳
梗
塞
の
リ
ス
ク
も
高

得
る
身
近
な
症
状
で
す
が
、
命

に
か
か
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

日
本
で
は
、
不
整
脈
（
お
よ
び

伝
導
障
害
）
が
原
因
で
死
亡
し

た
人
の
数
は
、
２
０
２
２
年
は

３
万
６
２
９
１
人
に
上
り
ま
し
た

（
厚
生
労
働
省
「
人
口
動
態
統
計

の
概
況
」
よ
り
）。

　

不
整
脈
が
起
こ
る
と
、
動ど
う
き悸
／

胸
の
ド
キ
ド
キ
／
息
切
れ
／
ふ
ら

つ
き
な
ど
が
出
ま
す
。
し
か
し
自

覚
症
状
が
全
く
出
な
い
人
も
い

て
、
健
康
診
断
で
予
期
せ
ず
見
つ

か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

脈
）、
遅
く
な
っ
た
り
（
徐
脈
）、

飛
ん
だ
り
（
期
外
収
縮
）
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
「
不
整

脈
」
で
す
。

　

不
整
脈
は
誰
に
で
も
起
こ
り

　

人
間
の
心
臓
は
、
電
気
信
号
に

よ
っ
て
毎
分
60
〜
100
回
ほ
ど
の
一

定
の
リ
ズ
ム
で
動
い
て
い
ま
す
。

し
か
し
こ
の
信
号
に
不
具
合
が
出

る
と
、
脈
が
速
く
な
っ
た
り
（
頻

　

心
臓
の
リ
ズ
ム
が
乱
れ
る
「
不
整
脈
」
は
、
誰
に
で
も
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
突
然
死
や
脳
梗
塞
を
招
く
危
険
が
あ
り
、
注
意
が
必
要
で
す
。
高
齢
者

に
は
、
不
整
脈
の
中
で
も
「
心
し
ん
ぼ
う房
細さ
い
ど
う動」
と
い
う
タ
イ
プ
が
増
え
て
い
ま
す
。

心拍数が通常よりも
速くなる

心拍数が通常よりも
遅くなる

不規則な心拍が現れ
「飛んだ」と感じる
心室性期外収縮 など

房室ブロック など

心房細動 など

頻
脈

徐
脈

期
外
収
縮

心房細動

不規則な脈になる

左心房

右心房

洞結節

正常な信号

洞結節以外で発生!

異常な電気信号

不整脈の種類

●日本不整脈心電学会 不整脈専門医
●ICD（植込型除細動器）治療認定医
●CRTD（両心室ペーシング機能付
　 植込型除細動器）治療認定医
●日本循環器学会 循環器専門医
●日本内科学会 認定内科医
                                     

ほか

曽原 寛 医師
（そはら ひろし）

湘南東部総合病院
循環器内科

　

不
整
脈
の
怖
い
と
こ
ろ
は
、
突

然
死
だ
け
で
な
く
、
脳
梗
塞
の
原

因
に
も
な
る
こ
と
で
す
。
不
整
脈

を
抱
え
る
患
者
は
、
社
会
の
高

齢
化
と
と
も
に
年
々
増
加
し
て

い
て
、
不
整
脈
の
中
の
「
心し
ん
ぼ
う房

細さ
い
ど
う動」
で
は
、
心
臓
の
中
で
血
液

が
よ
ど
み
、
血
の
塊
で
あ
る
血
栓

が
で
き
や
す
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
（「
日
本

循
環
器
協
会
」
資
料
よ
り
）。

　

ま
た
、
不
整
脈
の
中
の
「
心
室

性
期
外
収
縮
」
で
は
、
心
室
頻
拍

に
な
る
と
心
臓
が
け
い
れ
ん
し
た

よ
う
な
状
態
に
な
り
、
血
液
を
送

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
が
続
く
と
、
数
分
以
内
に
心

臓
が
停
止
（
突
然
死
）
す
る
こ
と

が
あ
る
た
め
、
緊
急
の
処
置
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

　

不
整
脈
は
、
気
付
き
に
く
い
症

状
で
あ
り
な
が
ら
、
放
置
す
る
と

突
然
死
や
大
き
な
病
気
を
引
き
起

こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
心
臓

や
脈
の
不
安
は
、
早
め
に
専
門
性

を
も
つ
医
師
に
診
て
も
ら
い
ま

し
ょ
う
。

　

湘
南
東
部
総
合
病
院
で
は
、心
し
ん
ぼ
う房
細さ
い
ど
う動の
治
療
に「
パ
ル
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ブ
レ
ー

シ
ョ
ン
（
Ｐ
Ｆ
Ａ
）」
を
導
入
し
、
曽
原
寛
医
師
（
循
環
器
内
科
）
を
中
心
に
診
療

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
曽
原
医
師
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。　
　
　
　
〈
取
材
協
力
〉

電
気
の
力
で
治
す

血
栓
が
飛
ん
で
詰
ま
る

　
「
こ
れ
ま
で
心
房
細
動
に
は
、

『
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
』
と
呼
ば
れ

る
治
療
が
多
く
行
な
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
異
常
な
電
気
信
号
を
出
す

心
臓
の
部
分
に
、カ
テ
ー
テ
ル（
細

い
管
）
を
使
っ
て
“
焼
い
て
治
す
”

方
法
で
、
高
周
波
の
熱
や
冷
却
で

処
置
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

熱
や
冷
た
さ
を
使
う
と
、
心
臓
の

近
く
に
あ
る
食
道
や
神
経
ま
で
傷

付
け
て
し
ま
う
リ
ス
ク
が
あ
り
、

ま
れ
に
重
い
副
作
用
が
出
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
対
し
、
新
し
い
治
療
法

の
パ
ル
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ブ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、
熱
で
は
な
く
“
電

気
の
力
”
で
治
し
ま
す
。
高
電
圧

の
パ
ル
ス
を
瞬
間
的
に
送
り
、
心

臓
の
悪
い
部
分
の
細
胞
だ
け
を
ピ

ン
ポ
イ
ン
ト
に
処
置
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
の
上
、
心し
ん
き
ん筋

（
心

臓
の
筋
肉
）
に
は
強
く
働
き
ま
す

が
、
食
道
や
神
経
に
は
あ
ま
り
影

響
し
な
い
と
い
う
、
い
わ
ば
“
選

ん
で
効
く
”
性
質
を
も
つ
、
患
者

さ
ま
に
優
し
い
治
療
で
す
」

パルスフィールドアブレーションの治療機器

施
術
中
の
曽
原
医
師（
右
）

１
・
２
泊
の
入
院
で

　
「
こ
の
治
療
の
メ
リ
ッ
ト
は
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
手
術
に
か
か
る
時
間
が

短
く
、
体
へ
の
負
担
が
少
な
い
た

め
、入
院
日
数
が
短
く
す
み
ま
す
。

患
者
さ
ま
の
中
に
は
、
１
～
２
泊

の
入
院
で
す
ん
だ
方
も
い
ま
す
。

ま
た
、
術
後
の
痛
み
や
違
和
感
が

少
な
い
の
も
特
徴
で
す
。

　

次
に
、
こ
れ
ま
で
問
題
と
な
っ

て
い
た
食
道
の
損
傷
や
、
神
経
の

ま
ひ
な
ど
の
合
併
症
に
つ
い
て
、
こ

の
治
療
を
行
な
っ
て
い
る
国
々
で

ほ
と
ん
ど
報
告
さ
れ
て
お
ら
ず
、

世
界
中
の
デ
ー
タ
か
ら
安
全
性

の
高
さ
が
わ
か
っ
て
き
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
新

し
い
治
療
で
す
の
で
、
５
年

後
、
10
年
後
の
長
期
的
な
結

果
に
つ
い
て
は
ま
だ
こ
れ
か

ら
の
研
究
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
心
房
細
動
の
タ
イ
プ
に

よ
っ
て
は
、
従
来
の
治
療
が

適
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
と
は
い
え
、
す
で
に
欧

米
で
は
多
く
の
治
療
実
績
が

あ
り
、
日
本
で
は
２
０
２
４

年
に
保
険
適
用
に
な
っ
た
こ

と
か
ら
も
、
今
後
は
さ
ら
に
普
及

し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

パ
ル
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ブ
レ
ー

シ
ョ
ン
は
、“
よ
り
安
全
に
、
よ

り
確
実
に
、
そ
し
て
よ
り
患
者
さ

ま
に
優
し
く
”
心
房
細
動
を
治
す

こ
と
を
目
指
し
た
次
世
代
の
治
療

方
法
で
す
。心
房
細
動
の
治
療
は
、

当
院
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
」。

■
湘
南
東
部
総
合
病
院

受
診
予
約
電
話

☎
０
４
６
７・８
３・９
１
９
２

茅
ヶ
崎
市
西
久
保
５
０
０

駐
車
場
あ
り
・
無
料
バ
ス
運
行
中

　

血
栓
が
脳
に
飛
ん
で
詰
ま
る

と
、
脳
梗
塞
を
発
症
し
ま
す
。
心

房
細
動
が
原
因
の
脳
梗
塞
で
は
、

重
症
度
が
高
い
傾
向
に
あ
り
、
寝

た
き
り
な
ど
に
な
っ
て
し
ま
う
人

が
５
割
以
上
（
52
％
）
で
あ
る
こ

湘南版
2025年８月

No.113
健康生活お役立ち新聞健康生活お役立ち新聞

発行所　（株）エフ.アンド.ユアライフ　〒253-0084 茅ヶ崎市円蔵370　電話（0467）58-5678 

求人情報も満載！
1



平塚駅

相模川

湘南大橋

平塚海水浴場 平塚新港

湘南海岸公園

競輪場
南口 な

ぎ
さ
プ
ロ
ム
ナ
ー
ドココ

の上階フロアが当施設
ふれあい平塚ホスピタル

■ JR平塚駅南口まで　    徒歩12分
■ 平塚海岸まで      　    徒歩10分
■ 湘南海岸公園まで　    徒歩５分
■ 平塚漁港まで      　    徒歩20分

お気軽にお申込みください入居相談会・資料請求・個別見学

ふれあい平塚ホスピタル医療法人社団
健齢会 食事例 湘南海岸

一般浴室機械浴場一人用居室例

病院併設・透析治療可能 美味しい食事 眺望抜群

選べる居室21～43㎡ 機能訓練士がサポート 清潔感ある館内

湘南ふれあいの園 平塚

湘南ふれあいの園 平塚
平塚市袖ケ浜１-12

介護付有料老人ホーム 24時間介護

0463-20-5501

類型：介護付有料老人ホーム （事業所番号 1472001534）／事業主体：有限会社湘南ふれあいの園
／ 2007.2.1 開設／敷地面積 7987.77 ㎡延床面積 4943.29 ㎡（介護付有料老人ホーム部分）鉄骨
鉄筋コンクリート造・地下１階地上 8 階建／土地建物の権利形態：通常借家契約／居室面積：21.11
～43.16㎡／総居室数：77室（夫婦部屋3室）／募集５室／居住の権利形態：利用権方式／共用設備：
ラウンジ・大浴場・機械浴室・ランドリールーム・多目的ルーム・談話室・機能訓練室ほか／居室設備：
空調・ミニキッチン（夫婦部屋）・ナースコール・照明・クローゼット・ウォッシュレット付トイレほ
か／入居資格：65 歳以上／協力医療機関：ふれあい平塚ホスピタル／広告有効期限 2025.10.31

ふれあいグループ 検索

入居相談会
施設見学付き

１日２組さま予約制

９月１日  -９月24日９月１日  -９月24日９月１日  -９月24日９月１日  -９月24日（月） （水）

セカンドライフを満たす充実の内容 湘南ふれあいの園シリーズ

1,200円～
時給

経験により優遇

非常勤

午後の勤務
、大歓迎

午後の勤務
、大歓迎

お問合せはお気軽に

勤務地 待 遇

※就業形態による

※

綾瀬市、大和市
    海老名市

  社会保険、労災、
 雇用保険から

選べる！
など完備！

★　★　★★　★　★

0467-88-1263
hoiku-jimu@fureai-g.or.jp

（ふれあいグループ担当電話）

ふれあい保育園

保育士保育士 コメディカル
大募集
コメディカル
大募集

ふれあい鎌倉ホスピタル 看護師 / 放射線技師 / 介護福祉士 / ケアマネ
〈デイケア〉 〈 居 宅 〉

■ 年休日１２４日  ■ 2020年竣工の新病院
■ ブランク明け歓迎　■ 鎌倉駅徒歩３分
■ ボーナス年４カ月分（昨年実績）           ほか

勤務
待遇
勤務
待遇鎌倉市御成町９-５

0467-23-1111
kama-hos@fureai-g.or.jp

◆60歳まで（定年制のため） ◆社保完備、医療補助あり ◆経験者、管理栄養士 優遇
調理師または栄養士調理師または栄養士正社員

ワークライフバランスが良好！医療・介護施設でのお仕事です。

電
話
応
募

面 

接

採
用
手
続
き

現
場
へ
！

茅ヶ崎市内
または
湘南エリアの
医療・介護系施設080（9455）2394

担当/タケシロ

（株）メディカルフーズ
会社所在地：茅ヶ崎市西久保500

書類選考なしで即、面接！

急募 経験ナシ
＋

力仕事
自信アリ

OK

医療用品などの仕入れ・出庫管理・配送業務！

未経験スタートの先輩多数
※

※普通自動車免許必須

応募先

茅ヶ崎市円蔵
370-20
（北茅ケ崎駅徒歩7分）

0467-84-0167
〒253-0084

フォーライフ企画
株式会社

正社員募集！
長期勤続によるキャリア形成
のため30～40代を積極採用

安定の仕事
医療・介護 消防設備点検系施設での

（株）エフ.アンド.ユアライフ
本社所在地：神奈川県茅ヶ崎市円蔵370

☎0467-84-6680
FandY@fureai-g.or.jp

甲種消防設備士 
普通自動車免許

募集
会社

応募
先

必須経験により給与を考慮　　多数の資格所有者は厚遇！ 南東部総合病院 0467-83-9111 茅ヶ崎市西久保500

不安や痛みに
心を寄せる仕事。心を寄せる

看護スタッフ
募集募集

● 常勤または非常勤

● 医療費補助 など

詳しくはQRコードから

● 通勤に無料バス利用
● 看護師または准看護師 患者さまの支えになる温かなケアを

一緒に届けませんか？

　

○
…
「
治
療
は
安
全
で
あ
る

こ
と
が
大
前
提
。
そ
し
て
患
者

さ
ま
に
安
心
し
て
受
け
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
手
技
の
研
鑽
を

重
ね
、
納
得
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
わ
か
り
や
す
い
説
明
を

心
掛
け
て
い
ま
す
」。
治
療
対

象
の
子
宮
や
腟
は
、
直
腸
や
膀

胱
な
ど
の
損
傷
を
避
け
る
べ
き

臓
器
が
隣
接
す
る
部
位
で
す
。

そ
れ
を
イ
ラ
ス
ト
で
わ
か
り
や

す
く
示
し
、
必
要
な
情
報
を
文

字
で
補
い
な
が
ら
解
説
し
ま
す
。

「
骨
盤
解
剖
研
究
の
経
験
か
ら

も
、
体
の
組
織
を
安
全
に
処
置

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
性

を
、
深
く
認
識
し
て
い
ま
す
」。

　

○
…
慶
應
義
塾
大
学
を
卒
業

後
、
同
大
系
列
病
院
で
経
験
を

積
み
な
が
ら
医
学
博
士
と
し
て

准
教
授
な
ど
を
務
め
、
昨
春
の

婦
人
科
新
設
と
同
時
に
着
任
し

ま
し
た
。「
当
院
の
外
来
は
、
女

性
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
重
視
し

た
新
フ
ロ
ア
で
行
な
っ
て
い
ま
す
。

ウ
エ
ル
ネ
ス
相
談
＝
３
面
特
集

で
紹
介
＝
も
開
始
し
、
女
性
の

幅
広
い
お
悩
み
を
解
決
す
る
た

め
に
、
保
険
診
療
に
と
ら
わ
れ

ず
、
お
一
人
お
ひ
と
り
に
ベ
ス
ト

な
方
法
を
追
求
し
て
い
ま
す
」。

　

○
…
婦
人
科
医
に
な
っ
た
理

由
を
「
実
家
が
産
院
だ
っ
た
影

響
と
、
得
意
な
外
科
的
治
療
を

活
か
せ
る
こ
と
」
と
話
し
、
特
に

手
術
は
婦
人
科
医
療
が
進
展
す

る
中
で
、
開
腹
／
腟
式
／
腹
腔

鏡
／
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下
と
、
幅

広
い
手
技
を
習
得
し
て
き
ま
し

た
。
今
夏
開
始
し
た
婦
人
科
形

成
手
術
で
は
、「
見
た
目
の
解
決

の
上
に
、
専
門
医
と
し
て
正
常

な
機
能
を
確
保
す
る
健
全
な
治

療
を
」
と
真
摯
に
語
り
ま
し
た
。

この「人」に聞く

  

解
剖
見
識
も
つ
産
婦
人
科
専
門
医

　
　
　
　
　
　 

だ
か
ら
こ
そ
の
解
決
へ

仲村 勝 医師
 （なかむら まさる）　　　　

茅ケ崎中央病院
【ウイメンズセンター婦人科】

日本婦人科腫瘍学会 婦人科腫瘍専門医
日本産科婦人科内視鏡学会 内視鏡技術認定医
　　　　　　　　　　　　　　       ほか

専
用
フ
ロ
ア
で
適
切
な
ケ
ア

認
知
症
で
も
自
分
ら
し
い
日
々
を

介
護
老
人
保
健
施
設
・
ふ
れ
あ
い
の
渚

　

茅
ヶ
崎
市
南
部
に
あ
る
介
護
老
人
保
健
施
設
「
ふ

れ
あ
い
の
渚
」
で
は
、入
所
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

施
設
の
特
徴
と
ス
タ
ッ
フ
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
ふ
れ
あ
い
の
渚
」
は
、
高
齢

者
が
丸
一
日
の
生
活
行
動
の
支
援

思
い
よ
り
も
、認
知
症
の
方
の『
あ

り
の
ま
ま
』
を
大
切
に
す
る
た
め

に
は
、
ご
様
子
の
正
確
な
把
握
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

　

当
施
設
で
は
入
所
さ
れ
て
い
る

方
が
、『
そ
の
人
ら
し
く
（
自
分

ら
し
く
）』
安
心
し
て
過
ご
せ
る
こ

と
を
大
切
に
考
え
な
が
ら
、
介
護
・

医
療
系
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
適
切

な
ケ
ア
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
施
設

は
海
に
近
く
、
明
る
く
開
放
的
で

す
。
見
学
や
相
談
は
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
」。

■
ふ
れ
あ
い
の
渚

☎
０
４
６
７・８
４・６
６
５
０
㈹

茅
ヶ
崎
市
中
島
１
２
２
０

を
受
け
ら
れ
る
介
護
施
設
で
す
。

病
院
で
の
緊
急
処
置
や
集
中
治
療

を
終
え
た
後
に
、

退
院
を
迎
え
た
が

自
宅
で
生
活
し
て

い
く
に
は
ま
だ
支

援
が
必
要
な
場
合

な
ど
に
入
所
で
き

ま
す
。
ま
た
、
自

宅
で
の
介
護
が
難

し
く
な
っ
て
き
た

高
齢
者
や
、
心
身

機
能
の
向
上
の
た

め
に
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
た
い
要
介
護

者
な
ど
も
入
所
の
相
談
が
で
き
ま

す
。
ス
タ
ッ
フ
は
、
次
の
よ
う
に

話
し
て
い
ま
す
。　
〈
取
材
協
力
〉

適
切
な
関
わ
り
方
が
必
要

　
「
当
施
設
は
、
認
知
症
の
専
門

棟
を
も
つ
介
護
老
人
保
健
施
設
で

す
。
こ
れ
は
茅
ヶ
崎
市
内
で
は
当

施
設
だ
け
の
特
徴
で
、
認
知
症
の

正
し
い
知
識
を
も
つ
ス
タ
ッ
フ
（
認

知
症
看
護
認
定
看
護
師
）
が
在
籍

し
、
専
門
ケ
ア
を
行
な
っ
て
い
く

フ
ロ
ア
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
を
お
抱
え
に
な
っ
て
い

る
方
が
、
生
活
上
の
困
難
に
直
面

す
る
多
く
は
、
介
護
す
る
人
と
の

関
わ
り
方
や
環
境
を
調
整
す
る
こ

と
で
改
善
が
可
能
で
す
。
し
か
し

そ
の
た
め
に
は
、
正
し
い
知
識
や

介
護
技
術
を
習
得
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
時
間
が
か
か
る
の
で
効
率

的
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
介
護
を
行

な
っ
て
い
る
周
囲
が
希
望
す
る

『
こ
う
あ
っ
て
ほ
し
い
』
と
い
う

同施設での作業療法の様子

駅から無料の送迎バスもある

2



一次選考：書類

地域の関係機関や企業に、
健康診断を案内するお仕事です。
地域への貢献度が高い職種です。

今回の募集は正社員

主な仕事内容

チャンス！！

応募先（勤務地）
茅ヶ崎市茅ヶ崎2-2-3
茅ケ崎駅から徒歩６分

0467-
86-6570
kensin@fureai-g.or.jp

湘南健康管理クリニック営業
自動車運転免許 必須！

履歴書 職務経歴書

女性も活躍
中！

（未経験で
も応募可能

）

ご郵送くださいご郵送ください

勤務：茅ヶ崎,平塚,鎌倉などの主に医療・介護系施設での清掃業務　

わたしたちと一緒に働きませんか？

おそうじ好きさん！
パート
時給1162円

常 勤
要自動車免許

シニア活
躍

お問合せ…リード商会 清掃事業部　 080-7646-1764（菅原）

綾瀬厚生病院ご応募・詳細看護師免許が不要のお仕事です ⬇

パートタイム
時 給

1300円～
医療費補助
 保育所
あり

ユニフォーム
貸与

無 料

車通勤OK
 駐車場

看護の現場を支え、患者さまを支える

看護助手 通所リハビリ担当

入所フロア担当
３名

１名

• 常勤/非常勤の選択可能
• 医療費の補助あり（勤務形態による）
• ボーナス年３回（ 同上 ）
• 社会保険完備 など

介
護
ス
タ
ッ
フ

待  

遇

募集

平塚市袖ケ浜1-12（平塚駅南口から徒歩12分）

湘南シルバーガーデン介護老人
保健施設

給与などの詳細、ご応募はこちら▼

silver-g@fureai-g.or.jp0463-23-7151

未経験
でも
大歓迎

今の時代に重要視されている職種です。
現場経験がなくてもご応募を！

お仕事の介護

校
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
時
間

は
13
時
か
ら
で
、
当
日
は
最
寄
り

の
伊
豆
急
下
田
駅
か
ら
学
校
直
通

バ
ス
が
利
用
で
き
ま
す
。

夏
休
み
の
絶
好
の
機
会

　

学
校
の
特
徴
を
知
る
だ
け
で
な

　

伊
豆
半
島
の
下
田
市
に
あ
る
湘

南
医
療
大
学
附
属
下
田
看
護
専
門

学
校
は
、
学
生
の
「
看
護
師
に
な

り
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
未
来
の
看
護
師
を

育
成
し
て
い
る
学
校
で
す
。

　

同
校
で
は
、
８
月
27
日
㈬
に
学

先
輩
た
ち
の
毎
日
も
知
れ
る

　
　

８
月     
日
の
学
校
説
明
会

湘
南
医
療
大
学
附
属
下
田
看
護
専
門
学
校

下田看護専門学校
湘南医療大学附属

お問合せメールや
詳細はこちらから

学校説明会（８・９・10・11月）

８月27日 水曜日13：00から
９月27日土曜日13：00から
10月25日土曜日13：00から
11月29日土曜日13：00から

く
、
学
校
生
活
や
看
護
学
生
と
し

て
の
毎
日
の
様
子
、
奨
学
金
や
入

試
に
つ
い
て
の
詳
し
い
説
明
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
校
内
で
看
護
体
験

が
で
き
た
り
、
先
輩
と
な
る
現
役

の
看
護
学
生
と
直
接
会
話
す
る
な

ど
、触
れ
合
う
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

同
校
の
ス
タ
ッ
フ
は
、「
夏
休

み
を
利
用
し
て
、
下
田
の
海
と
本

校
の
居
心
地
を
体
感
し
て
く
だ
さ

い
。
看
護
師
の
夢
を
抱
い
て
い
る

方
が
、
一
度
本
校
に
足
を
運
ん
で

い
た
だ
け
れ
ば
、
頑
張
っ
て
い
る

先
輩
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
、

夢
を
か
な
え
る
意
欲
が
さ
ら
に
高

ま
る
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
校

く
だ
さ
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

■
湘
南
医
療
大
学
附
属
下
田
看
護

専
門
学
校

☎
０
５
５
８・２
５・２
２
１
１

静
岡
県
下
田
市
柿
崎
２
８
９

27

所
属
の
病
院
医
師
が
来
園

　

同
園
は
、
医
療
グ
ル
ー
プ
「
ふ

れ
あ
い
グ
ル
ー
プ
」
に
所
属
し
て

い
る
た
め
、
磯
子
区
の
「
康
心
会

汐
見
台
病
院
」、
中
区
の
「
ふ
れ

あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル
」、
茅
ヶ

崎
市
の
「
茅
ケ
崎
中
央

病
院
」
な
ど
の
医
師
や

看
護
師
か
ら
、
健
康
や

衛
生
面
に
関
す
る
協
力

を
得
た
り
、
適
切
な
指

導
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

特
に
内
科
検
診
と
歯

科
検
診
は
年
に
２
回
実

施
、
眼
科
検
診
は
年
に

１
回
実
施
し
、
グ
ル
ー

プ
傘
下
の
現
役
の
医
師

が
園
児
一
人
ひ
と
り
を

診
察
し
て
い
ま
す
。

　

同
園
の
ス
タ
ッ
フ
は

次
の
よ
う
に
話
し
て
い

ま
す
。「
検
診
の
前
に
は
、
園
児

に
な
ぜ
検
診
を
行
な
う
の
か
、
そ

し
て
自
分
自
身
が
元
気
に
過
ご
す

た
め
に
必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
を

伝
え
て
い
ま
す
。
医
師
の
診
察
に

不
安
に
な
る
園
児
も
い
ま
す
が
、

保
育
者
が
近
く
で
寄
り
添
い
、
声

を
掛
け
な
が
ら
安
心
感
あ
る
雰
囲

気
の
中
で
受
診
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
」。

　

検
診
結
果
は
保
護
者
に
伝
え
る

と
と
も
に
、
配
慮
を
要
す
る
点
が

あ
る
場
合
は
ス
タ
ッ
フ
間
で
も
情

報
を
共
有
し
、
事
故
を
防
ぎ
、
安

全
で
楽
し
い
園
内
生
活
を
送
れ
る

よ
う
に
見
守
っ
て
い
ま
す
。

■
認
定
こ
ど
も
園
み
ど
り
幼
稚
園

☎
０
４
５・８
８
１・２
３
０
１

横
浜
市
戸
塚
区
汲
沢
２
の
26
の
14

  

健
康
管
理
に
プ
ロ
の
サ
ポ
ー
ト

　
　

徹
底
し
た
安
全
体
制

認
定
こ
ど
も
園
み
ど
り
幼
稚
園

　

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園

「
み
ど
り
幼
稚
園
」
で
は
、
園
児

の
発
育
や
健
康
状
態
を
正
し
く
把

握
す
る
た
め
に
、
連
携
し
て
い
る

病
院
か
ら
現
場
ス
タ
ッ
フ
が
来
園

し
、
医
師
に
よ
る
定
期
健
康
診
断

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

汐
見
台
病
院
の
小
児
科
科
長
・
小
林
医
師
が
診
察

寄り添い安心感を大切にしながら実施

ウ
イ
メ
ン
ズ
セ
ン
タ
ー
婦
人
科
の
ス
タ
ッ
フ

感
ま
で
、年
齢
を
問
わ
ず
、

解
決
に
向
か
う
た
め
の
方

法
を
医
師
と
相
談
で
き
ま

す
。骨

盤
底
筋
リ
ハ
ビ
リ
も

　

医
師
の
診
察
に
よ
っ

て
、
更
年
期
の
症
状
に
有

効
な「
プ
ラ
セ
ン
タ
注
射
」

や
、
女
性
器
の
外
観
の
悩

み
（
小
陰
唇
や
処
女
膜
、

腟
な
ど
）
に
外
科
的
な
手

段
を
用
い
る
「
婦
人
科
形

成
手
術
」、
骨
盤
臓
器
脱
に
対
す

る
「
骨
盤
底
筋
リ
ハ
ビ
リ
」
な
ど
、

自
費
診
療
と
な
る
内
容
を
含
め
て

具
体
的
な
治
療
方
法
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。
特
に
骨
盤
底
筋
リ
ハ

ビ
リ
は
、
婦
人
科
医
と
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
国
家
資
格
を
も
つ

理
学
療
法
士
が
連
携
し
て
、
骨
盤

臓
器
脱
の
術
後
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や

手
術
が
困
難
な
受
診
者
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
特
徴
的
な
診
療
で
す
。

対
応
を
始
め
、
今
年
６
月
か
ら
外

来
診
察
で
相
談
（
ウ
エ
ル
ネ
ス
相

談
＝
左
表
参
照
）
を
開
始
し
て
い

ま
す
。
具
体
的
な
相
談
内
容
は
、

産
後
に
抱
え
る
腰
痛
、
骨
盤
の
不

安
定
感
、
尿
漏
れ
、
残
尿
感
、
便

切
れ
の
悪
さ
、
腟
の
ゆ
る
み
、
空

気
の
漏
れ
、
風
呂
上
が
り
の
腟
か

ら
の
水
漏
れ
な
ど
の
ほ
か
、
デ
リ

ケ
ー
ト
な
問
題
で
あ
る
外
性
器
の

外
観
の
悩
み
や
性
交
渉
時
の
違
和

　

２
０
２
４
年
４
月
に
開
設
さ
れ

た
茅
ケ
崎
中
央
病
院
の
「
ウ
イ
メ

ン
ズ
セ
ン
タ
ー
婦
人
科
」
は
、
女

性
の
悩
み
を
専
門
的
に
扱
う
診
療

科
で
す
。
妊
娠
・
出
産
に
関
わ
る

産
科
部
門
を
対
象
外
と
す
る
こ
と

で
、
婦
人
科
疾
患
の
診
療
と
女
性

の
健
康
ケ
ア
に
特
化
し
た
セ
ン

タ
ー
と
し
て
確
立
し
、
子
宮
鏡
検

査
や
、
土
曜
日
に
手
術
し
て
日
曜

日
に
退
院
で
き
る
子
宮
が
ん
手
術

（
子
宮
頸
部
円
錐
切
除
術
、
子
宮

鏡
下
筋
腫
摘
出
術
等
）、
自
費
診

療
に
よ
る
プ
ラ
セ
ン
タ
注
射
、
女

性
器
の
形
成
手
術
、
骨
盤
底
筋
の

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
専

門
的
な
内
容
を
扱
っ
て
い
ま
す
。

ウ
エ
ル
ネ
ス
相
談
と
は

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
女
性
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

沿
っ
て
医
療
を
提
供
し
て
い
く
た

め
に
、
保
険
診
療
で
は
難
し
い
症

状
に
対
し
て
も
自
費
診
療
と
し
て

　

茅
ケ
崎
中
央
病
院
（
茅
ケ
崎
駅
北
口
徒
歩
５
分
・
駐
車
場
あ
り
）
は
、
女
性
が
受
診

し
や
す
い
環
境
を
整
え
た
新
し
い
フ
ロ
ア
で
「
ウ
イ
メ
ン
ズ
セ
ン
タ
ー
婦
人
科
」
の
診

療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
各
疾
患
の
専
門
性
を
も
つ
５
名
の
常
勤
医
師
に
よ
る
診
察
だ

け
で
な
く
、
理
学
療
法
士
と
連
携
し
た
骨
盤
ケ
ア
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。〈
取
材
協
力
〉

茅
ケ
崎
中
央
病
院
・
ウ
イ
メ
ン
ズ
セ
ン
タ
ー
婦
人
科

 

あ
ら
ゆ
る
治
療
法
で
解
決
を
！

　
   

婦
人
科
自
費
診
療
ス
タ
ー
ト

特 集

前列：池田医師、三上医師、信田医師（左から）前列：池田医師、三上医師、信田医師（左から）
中央列：呉屋医師、仲村医師（右から）中央列：呉屋医師、仲村医師（右から）

茅ケ崎中央病院 茅ヶ崎市茅ヶ崎2-2-3予約電話0467（86）6661

ウエルネス相談

プラセンタ注射

骨盤底筋リハビリ

婦人科形成手術

産後の腰痛や骨盤の不安定感　
尿トラブル（尿漏れや残尿感）、便切れの悪さ
腟に何か挟まる違和感（直腸瘤、膀胱瘤）
腟のゆるみ、空気の漏れ、風呂上がりの腟からの水漏れ
性交渉時の違和感
外性器の外観の悩み
産後帯下の増加　　など

1,500円（診察料・注射代込み）

腟壁形成術　 小陰唇形成術
腟口縮小術　 処女膜再生術

自費診療メニュー

※45～65歳は保険診療適用※45～65歳は保険診療適用

2025年６月開始NEW

初回評価＋運動指導（40分）   6,600円　
継続トレーニング（30分）   5,500円

料
金
の
詳
細

担当の理学療法士と仲村医師（左）

通常の婦人科外来で相談を

治療

治療

治療

ウエルネス
相 談

骨盤底筋
リハビリ

プラセンタ
注 射

婦人科
形成手術

茅ケ崎中央病院

Women's Center
ウイメンズセンター婦人科

3



ふれあい平塚ホスピタル
申込みページはここから

事前に申込みをされた方が受講できます

スマホ／タブレット／パソコン
などを使って当日受講

ふれあい平塚ホスピタル
☎0463ｰ22ｰ4105（代表）
平塚市袖ケ浜１ｰ12

お問合せ

　家庭用の血圧計が普及し、血圧は日常
的に確認できる時代になりました。しかし、
「血圧は高くてもいい」「低い方がいい」な
どの見解があり、そのたびに「何を信じれば
いいの？」と思う方は多いようです。血圧の正
しいとらえ方と疑問を解決する講座です。

血圧の正しいとらえ方～毎日の血圧からわかること～

WEB上で視聴（オンライン受講）参加方法

９月24日（水）15:00から日 時 講 

師
医師宮田 篤志

総合診療科・内科
ふれあい平塚ホスピタル

医学講座 事前申込制・無料

◀ふれあい鎌倉ホスピタル
　動画配信ページ

不明点はお気軽に
お問合せください

インターネット上で動画を視聴

スマホ／タブレット／パソコンなど
を使って動画配信ページにアクセス

ふれあい鎌倉ホスピタル
☎0467ｰ23ｰ1111（代表）
鎌倉市御成町9ｰ5

お問合せ

　血が止まりにくい状態を「出血傾向」とい
います。原因究明と対策が求められる病態
です。一方、「止血機構」とは、血管を損傷
した時に循環血を失わないように、血管壁
に止血血栓をつくる生体の防御機構です。
血液の出血と止血について解説します。

出血傾向の原因と対策
WEB動画（自由に視聴）参加方法

９月26日（金）から公開開始 講 

師
副院長小山 高敏

血液専門外来 担当
ふれあい鎌倉ホスピタル

医学講座 何度でも視聴無料

介護職は一生
モ
ノ
で
す

鎌倉市
上町屋
733－1

0467‒42‒8666
ナーシングローズヴィラ鎌倉
介護付有料老人ホーム

rosevilla@fureai-g.or.jp 人柄重視 資格取得を支援 人に喜んでもらう仕事

チャンス！

介護スタッフ

２名
大募集!

このような方は、働きやすい湘南さくら病院へ。

ブランクがあって、再就職に不安が…。
「認知症ケア」を学びたい。

とにかく早く復職したい‼‼
取得した免許がもったいない！

湘南さくら病院
茅ヶ崎市下寺尾1833

（総務課・内田、真々田）
0467-54-2255
サイトに詳細あり。応募も可能　▶

ご応募・お問合せ

看護師・准看護師常勤も！非常勤も！ 大募集♪

　

国
道
１
３
４
号
か
ら
ア
ク
セ
ス
の
よ
い
地
域
病
院

「
ふ
れ
あ
い
平
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
に
は
、
整
形
外
科

が
あ
り
ま
す
。
担
当
の
渡
辺
医
師
に
、
よ
く
あ
る
診

察
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

テ
ー
シ
ョ
ン
療
法
も
行
な
っ
て
い

ま
す
」。

【
よ
く
あ
る
診
察
❷
】

　

腰
部
脊
柱
管
狭
窄
症
を
抱
え
、

初
め
て
当
院
で
の
診
察
を
希
望
し

て
い
る
方

　
（
渡
辺
医
師
）「
当
院
で
は
、
腰

部
脊
柱
管
狭
窄
症
の
診
察
を
整
形

外
科
で
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。
外

来
は
、月
曜
日
と
火
曜
日
の
午
前
、

水
曜
日
と
金
曜
日
の
午
前
・
午
後

で
す
。
当
院
は
初
診
の
場
合
で

脊
柱
管
の
圧
迫
が
一
時
的
に
解
放

さ
れ
る
の
で
、
再
び
歩
け
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

神
経
の
圧
迫
が
原
因

　

こ
の
歩
行
の
様
子
を
「
間
欠
跛

行
」（
か
ん
け
つ
は
こ
う
）
と
い

い
、
腰
部
脊
柱
管
狭
窄
症
の
代
表

的
な
症
状
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
排
尿
障
害
や
便
秘
な
ど
の
症

状
が
現
れ
る
人
も
い
ま
す
。

　

腰
の
骨
に
は
神
経
の
通
り
道

（
脊
柱
管
）
が
あ
り
、
そ
れ
が
椎

間
板
や
靭
帯
の
変
形
に
よ
っ
て
狭

く
な
り
、
神
経
が
圧
迫
さ
れ
て
痛

み
や
し
び
れ
が
出
る
の
で
す
。

あ
っ
て
も
、
診
療
費
以
外
の
特
別

料
金
は
か
か
り
ま
せ
ん
。
腰
部
脊

柱
管
狭
窄
症
の
お
悩
み
は
、
ぜ
ひ

ご
相
談
く
だ
さ
い
」。

【
よ
く
あ
る
診
察
❸
】

　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
効
果

に
よ
っ
て
、
問
題
を
抱
え
て
い
る

部
位
の
痛
み
の
緩
和
や
不
安
の
解

消
が
期
待
で
き
る
方

　
（
渡
辺
医
師
）「
当
院
の
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
医
師
の
指
示

の
下
で
理
学
療
法
士
を
中
心
と
し

た
国
家
資
格
を
も
つ
専
門
ス
タ
ッ

フ
が
担
当
し
ま
す
。
症
状
が
悪
化

し
な
い
た
め
の
、
痛
み
が
少
な
い

姿
勢
、
動
作
の
レ
ク
チ
ャ
ー
（
指

導
）
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
痛
み

や
症
状
は
お
一
人
お
ひ
と
り
異
な

る
の
で
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

は
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
す
。

　

も
し
も
、
手
術
が
必
要
に
な
っ

た
と
し
て
も
、
当
院
が
所
属
す

る
『
ふ
れ
あ
い
グ
ル
ー
プ
』
の
連

携
に
よ
っ
て
、
当
該
疾
患
の
手
術

実
績
の
あ
る
近
隣
エ
リ
ア
の
病
院

（
湘
南
東
部
総
合
病
院
や
茅
ケ
崎

中
央
病
院
な
ど
）
に
迅
速
な
診
療

紹
介
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
」。

　
　
　
　
　
　
　
　
〈
取
材
協
力
〉

■
ふ
れ
あ
い
平
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル

☎
０
４
６
３・２
２・４
１
０
５
㈹

平
塚
市
袖
ケ
浜
１
の
12

駐
車
場
あ
り

柱
管
狭
窄
症
」
を
抱
え
て
い
る
場

合
、歩
行
の
間
の
休
む
際
に
、し
ゃ

が
ん
だ
り
前
屈
す
る
と
、
痛
み
が

解
消
し
ま
す
。
背
骨
の
中
に
あ
る

【
よ
く
あ
る
診
察
❶
】

　
腰
の
痛
み
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
な
病
気
な
の
か
、
不
安
を
抱
え

て
い
る
方

　
（
渡
辺
医
師
）「
骨
に
問
題
が
あ

る
の
か
、
そ
れ
と
も
筋
肉
の
損
傷

か
な
ど
を
よ
り
詳
細
に
診
断
す

る
た
め
に
、
採
血
や
レ
ン
ト
ゲ

ン
、
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
の
検
査

を
実
施
し
ま
す
。
中
高
年
の
方
の

痛
み
で
は
、『
腰
部
脊
柱
管
狭
窄

症
』
が
関
係
し
て
い
る
こ
と
は
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
間
欠
跛
行
や

し
び
れ
を
抱
え
て
い
る
場
合
は
、

改
善
・
鎮
痛
の
た
め
の
薬
物
療
法

の
ほ
か
、
当
院
で
は
リ
ハ
ビ
リ
科

と
連
携
し
た
効
果
的
な
リ
ハ
ビ
リ

　

痛
み
に
よ
っ
て
長
い
距
離
を
歩

け
ず
、
休
ん
で
は
歩
き
、
休
ん
で

は
歩
き
と
い
う
歩
行
ス
タ
イ
ル
に

な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
「
腰
部
脊

間欠跛行
かんけつ     はこう

前かがみ
で休憩

歩き始めはいいが、次第に
痛みが出る

痛みが和らぎ、
再び歩ける
痛みが和らぎ、
再び歩ける

脊柱管

神
経

椎間板

靭帯

神
経

前かがみ
の様子

圧迫が一時的
に解放される

歩
く
・
休
む
・
歩
く
の
繰
り
返
し

間
欠
跛
行
は「
脊
柱
管
狭
窄
症
」

整
形
外
科
で
治
療
が
必
要

〜
よ
く
あ
る
診
察
内
容
を
紹
介
〜

腰
の
痛
み
も
症
状
ご
と
の
解
決
法

ふ
れ
あ
い
平
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル 

整
形
外
科

椎体

脊髄
（神経）

靭帯椎間板

神経根

体
の
前
面

背
中
側

〈上から見た脊椎〉

体
の
前
面

背
中
側

前方からは椎間板、後方からは靭帯など
によって、脊柱管内の神経が圧迫される

脊柱管
狭窄症

ふれあい平塚ホスピタル
整形外科

渡辺 偉二 医師

ふ
れ
あ
い
鎌
倉
ホ
ス
ピ
タ
ル

暑
い
時
季
の「
夏
血
栓
」に
注
意

取
材
協
力
／
小
山
高
敏 

副
院
長

血
管
の
収
縮
を
防
ぐ

冷
房
下
で
も
血
流
促
進

長
時
間
同
じ
姿
勢
は
避
け
て

　

血
栓
症
と
は
、
血
管
に
血
の
塊
が
で
き
て
、
大
事

な
臓
器
に
血
液
が
届
か
な
い
症
状
で
す
。
心
筋
梗
塞

や
脳
梗
塞
を
引
き
起
こ
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

　

ふ
れ
あ
い
鎌
倉
ホ
ス
ピ
タ
ル
の
小
山
副
院
長
＝
９

月
26
日
㈮
か
ら
医
学
講
座
を
配
信
＝
に
よ
る
血
液
疾

患
の
治
療
に
つ
い
て
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

　

血
管
の
中
に
で
き
た
血
の
塊
を

「
血
栓
」
と
い
い
ま
す
。
血
栓
が

詰
ま
る
と
、
血
液
が
十
分
に
流
れ

な
い
の
で
、
体
に
障
害
が
起
こ
り

ま
す
。
そ
れ
が
「
血
栓
症
」
で
す
。

血
栓
に
よ
っ
て
心
臓
に
血
液
が
流

　
「
当
院
（
ふ
れ
あ
い
鎌
倉
ホ
ス

ピ
タ
ル
）
で
は
月
〜
土
曜
日
の
全

て
の
午
後
の
時
間
帯
に
、
所
属
医

師
の
各
々
の
専
門
性
を
活
か
し
た

外
来
診
療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
血
液
専
門
外
来
（
月
曜
日

午
後
）
を
担
当
し
て
い
ま
す
が
、

他
の
曜
日
で
も
適
宜
、
対
応
し
て

お
り
ま
す
。
各
種
の
貧
血
／
白
血

れ
な
く
な
る
と
「
心
筋
梗
塞
」
を

起
こ
し
、
脳
の
血
管
に
流
れ
な
く

な
る
と
「
脳
梗
塞
」
を
起
こ
し
ま

す
。血

圧
低
下
で
流
れ
が
遅
く

病
、
悪
性
リ
ン
パ
腫
、
多
発
性
骨

髄
腫
な
ど
の
造
血
器
腫
瘍
（
慢
性

期
）
／
血
小
板
減
少
症
や
血
友
病

な
ど
の
出
血
し
や
す
い
疾
患
／
血

栓
症
（
血
液
が
固
ま
り
や
す
い
疾

患
）
な
ど
の
診
療
を
行
な
っ
て
お

り
ま
す
」

発
汗
で
ド
ロ
ド
ロ
の
血
液
に

　
「
夏
は
、
気
温
の
上
昇
に
よ
っ

て
体
の
血
管
が
拡
張
し
、
血
圧
が

低
下
し
た
り
、
多
量
の
発
汗
で
脱

水
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、
血
液
の

中
に
血
栓
が
で
き
や
す
い
季
節
で

す
。
血
管
の
中
で
血
栓
が
つ
ま
る

と
血
液
が
流
れ
ず
、
そ
の
先
に
あ

る
器
官
に
障
害
が
生
じ
ま
す
。
例

え
ば
、
心
臓
に
栄
養
を
送
る
血
管

が
つ
ま
る
と
『
心
筋
梗
塞
』
を
起

こ
し
ま
す
。
脳
に
栄
養
を
送
る
血

管
の
場
合
は
『
脳
梗
塞
』、
肺
の

血
管
の
場
合
は
『
肺
塞
栓
症
』
を

起
こ
し
ま
す
。

　

血
栓
の
予
防
に
は
、
適
切
な
水

分
補
給
や
、
生
活
習
慣
の
見
直
し

（
食
事
・
運
動
）
が
大
切
で
す
。

高
血
圧
・
糖
尿
病
・
脂
質
異
常
症

な
ど
の
生
活
習
慣
病
を
抱
え
て
い

る
方
は
、
し
っ
か
り
と
治
療
を
受

け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
血
栓

の
原
因
と
な
る
動
脈
硬
化
の
進
行

を
防
ぎ
ま
す
。
ま
た
、
必
要
に
応

じ
て
、
抗
血
栓
薬
の
投
与
も
行
な

わ
れ
ま
す
」。

ふ
れ
あ
い
鎌
倉
ホ
ス
ピ
タ
ル

◆
血
液
専
門
外
来
…
月
曜
日
午
後

☎︎
０
４
６
７・２
３・１
１
１
１
㈹

鎌
倉
市
御
成
町
９
の
５

　

暑
い
夏
は
、
多
量
の
汗
を
か
き

ま
す
。
血
液
の
中
の
水
分
が
少
な

く
な
る
と
、
粘
度
が
高
ま
り
（
ド

ロ
ド
ロ
）、
血
栓
が
で
き
や
す
く

な
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
人
間

の
体
は
、
高
体
温
に
な
る
と
血
管

を
拡
張
さ
せ
て
熱
を
放
散
し
、
体

温
を
下
げ
よ
う
と
し
ま
す
。
血
圧

は
低
下
す
る
の
で
、
血
流
速
度
が

遅
く
な
り
、
血
栓
が
で
き
や
す
い

状
態
に
な
り
ま
す
。

　

血
栓
症
の
予
防
に
は
、
こ
ま
め

な
水
分
補
給
と
、
健
康
的
な
食
生

活
や
適
度
な
運
動
な
ど
の
日
常
的

な
心
掛
け
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
夏
は
冷
房
の
効
い
た
室

内
で
過
ご
す
こ
と
が
多
く
な
り
ま

す
が
、
長
時
間
に
わ
た
っ
て
同
じ

姿
勢
で
い
る
と
、
冷
え
て
血
管
が

収
縮
し
、
血
流
が
う
っ
滞
し
て
静

脈
に
血
栓
が
で
き
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
冷
房
下
で
も
意
識
的
に
体

を
動
か
し
て
血
流
を
促
進
さ
せ
る

こ
と
は
、
血
栓
症
の
予
防
に
つ
な

が
り
ま
す
。

血栓  

サラサラサラサラ

ドロドロドロドロ

血栓  

血管収縮

血流悪化

高温下では…

冷房下では…

ふれあい鎌倉ホスピタル
血液専門外来 担当
小山 高敏 副院長
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